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　皆さんこんにちは。今日は森美術館の宣伝
をさせていただきます。メタボリズムという
のは１９６０年に日本で世界デザイン会議が開か
れた時、日本の若い建築家たちが出したマニフェ
ストで、それがメタボリズム宣言です。参加
したのは建築家の黒川紀章さんや菊竹清訓さん、
槙文彦さんなど、丹下健三さんの薫陶を受け
た人たち。この方々の活動を紹介しようとい
うことで展覧会を構成しました。メタボリズ
ムというのは新陳代謝という意味。建築も生
物のように状況に合わせて成長したり縮んだり、
柔軟に変化に対応する。そのような建築でで
きている都市があるべきじゃないかという宣
言だったわけです。
　最初に、戦前の満州や台湾、韓国などでの
都市計画案や１９４０年に東京がやろうとした万
国博覧会の資料が出ています。次にメタボリ
ズムの誕生ということで丹下さんの事績を沢
山出しています。その一つとして丹下さんの作っ
た模型があります。東京湾に海上都市を築く
という提案で、戦争の後、日本は満州も韓国
も台湾も失って、小さい島でどう発展しよう
かと悩んだ。そして海上と空中に伸びればい
いんじゃないかと考えて１９６０年に出された有
名な提案です。実現しなかったんですが、今
の海ほたるは大体この軸線に沿ってできてい
るようです。
　メタボリストは日本の伝統建築と近代建築
をどう融合させようかといろいろやっています。
丸い棒に箱がくっついたような建築では、棒
の中に電気、ガス、水道、階段などすべての
インフラが集めてある。もっと箱が欲しけれ
ば増やせばいいという考えです。黒川紀章さ

んが作った中銀カプセ
ルタワーも有名です。
代官山のヒルサイドテ
ラスもメタボリスト的
建築と捉えられています。
２０年以上かけて徐々に
発展し、新陳代謝して
いくというわけです。
このようなものを第４室に模型で展示してい
ます。
　３つ目のテーマは万博。１９７０年、宣言から
１０年後に大阪で万博が開催されます。その中
心として建築を指導したのが丹下さんで、そ
のポイントはお祭り広場。広大な広場の上に
トラスで作られた屋根が乗っていて、それが
実は人工地盤なんですね。このトラスの中に
沢山カプセルがついている。カプセルは家であっ
たり展示室だったりというふうに多くの機能
を持たせてあります。万博というのは建築の
最大の実験場所なんですね。
　この展覧会、サブタイトルは「今蘇る復興
の夢とビジョン」としました。メタボリスト
たちは戦災から復興しようとしたけれど、我々
は今震災から復興しようとしている。例えば
農村計画。黒川紀章さんが伊勢湾台風後に提
案したもので、人工地盤で農村を１５メートル
ほど持ち上げて、畑や田んぼはそのままに、
住むところは上にという提案をしている。ま
さに津波の復興計画に結びつく提案です。こ
の展覧会は復興に対するインスピレーション
の源泉にもなりますよという意味合いも持た
せて、１月１５日まで開いています。ありがと
うございました。




